
令和５年度『六甲山の災害展』アンケート　 89人分集計

①神戸市内 ②阪神地区 ③播磨地区 ④但馬地区 ⑤丹波地区 ⑥淡路地区
　⑦他都道府県(近畿府県・その
他)

　⑦他都道府県(近畿府県) 　⑦他都道府県(近畿以外)

35 14 12 1 0 0 27 6 11

①12歳以下 ②13歳～18歳 　③19歳～30歳 ④31～40歳 ⑤41歳～65歳 ⑥65歳以上

10 4 9 13 22 17

①自営業 ②会社員 ③公務員・教師
④パート・アル
バイト

⑤専業主婦 ⑥学生 ⑦その他　　

6 27 18 9 10 7 16

①兵庫県ホームページ
　②新聞・テレ
ビ・ラジオ

　③パンフレット ④口コミ
　⑤人と防災未来
センターに来場し
て知った

⑥その他（　　）

4 12 2 10 53 7

５　人と防災未来センターへ来場のきっかけは？
①研修 ②観光 ③イベントへの参加 ④学校の宿題 ⑤興味があった ⑥ぶらっと立ちよった ⑦その他（　　　）　

11 4 15 8 39 4 14

地震 がけ崩れ 土石流 地すべり 洪水 津波 ため池

71 10 11 5 35 24 4

７　災害から身を守るために、あなたがやっていることはありますか？（複数でも結構です）
①兵庫県CGハザード
マップで危険箇所チェッ
ク

②避難場所、避難
経路の確認etc.

③防災グッズの準備
（何を
）

④防災訓練等へ
の参加

⑤その他　具体的
に（
）

36 56 54 21 4

→3日分の食品、ろ過器など

→防災かばんを準備、食料・水・服など

→懐中電灯、備蓄食料品、簡易トイレなど

→水、充電池、食料、保護具

→主に食品、水

→水、懐中電灯、簡易トイレ

→水、食品、他

→水などの備蓄、必要品の入ったリュック

→防災食やスリッパなど

→水、食料、トイレなど

→水、保存食

→食料品をストックしている

→医療に関する情報、非常食

→水など

→食料、水、携帯トイレ等

→水、食料等

→ライト、非常食、水タンク、カセットコンロ

→リュックにグッズを詰めました

→防災バッグ

→保存食、水、トイレの準備

→避難グッズ、避難食

→飲料水、ミューズリー

→水

→色々、リュック、食べ物、水、発電機

→一式をセット

→非常食、救助ロープ等、防災訓練は人数制限のため町から案内がない

⑤→地域で防災普及活動を行っている

⑤→常に情報に敏感に対応したいと思い、過ごしている

⑤→どのようなことが起きるか知っていく

裏面の記入

①知っています ②知りません

38 25

■パネル展示

①自分の命は自分で守り
ましょう！

②六甲山森林整備
戦略

③都市山の防災
④2020林業遺
産認定 再度山

⑤治山事業
⑥ロープネット・ロッ
クボルト併用工法

⑦過去の豪雨災害と復旧
⑧平成7年の阪神・淡路大震
災からの復旧

⑨急傾斜地崩壊対策事業

16 5 0 2 6 3 15 11 5

⑩六甲山系グリーンベル
ト整備事業

⑪砂防事業
⑫「災害に強い森づ
くり」の取り組み

4 6 4

・ボランティア2
・下見
・合同庁舎のイベントの後に寄ってみた
・テレビ
・災害展を見に来た
・子供が行きたいと行って来場しました
・孫に見せたかった
・仕事で知った
・ひとぼうボランティア
・今日で今年3回目

・看護師
・小学生5
・年金
・民生委員2
・無職2
・ひとぼうボランティア

・学校の勉強
・視察研修
・子供が学校で行って
・以前来たことがあり家族に見せたかった

１　本日は、どちらから来られましたか？

２　あなたの年齢を教えてください。

３　あなたの職業を教えてください。（退職されている方は現役時の職業）

４　六甲山の災害展はどこで知りましたか？

６　お住まいの地域で、不安を感じる災害はありますか。（３つまでお書きください）

③防災グッズの準備　（何を

８　あなたは土砂災害防止区域（ｲｴﾛｰｿﾞｰﾝ等）の事を知っていますか？

９　展示の内容で、印象に残ったものはありますか？（３つまでお書きください）



■体験装置
①降雨体験装置「カッパ
くん」

②ペットボトル保
水力実験

③土石流模型実験
④耐震工法模型
実験

⑤土木小型模型実
験

⑥六甲山の地形を3D
で見てみよう！

⑦六甲山系立体模型

29 29 51 6 5 8 13

①記録映像の放映
②阪神大水害デジ
タルアーカイブ

10 1

■防災マップ
マップ閲覧

1

■その他　1　（スタッフの方のお話）　　　

①はい ②少し変わった ③あまり変わらない ④いいえ ⑤わからない

37 27 3 0 0

・総雨量の情報をチェック。

・ハザードマップを見る。

・避難経路の再確認。

・ハイキングの時に危ない箇所を気にかけたり、工事をしているところをよく観察しようと思いました。

・防災グッズをさらに増やそうと考えた。

・孫に教えたい。

・ここにまわりの人を連れてこようと考えました。（自治体職員、消防など）

・防災グッズを買う。

・防災グッズ。

・ハザードマップの確認。

・避難場所の確認。

・ハザードマップの根拠調べ。

・ダムの違いを見てみようと思います。

・付近の危険箇所のチェック。

・もう一度点検する必要がある。

・防災グッズの準備。

・生きる力を育てられるよう努めます。

・ハザードマップの再確認など。

・防災グッズの再点検。

・ハザードマップの再確認。

・防災ガイドで地域のことをもっと知っておきたいです。

・災害時の冷静な判断をする。

・住んでいる地域の防災対策についてしっかりと把握すること。

・ハザードマップの再確認。

・住んでいるところを改めて調べる。

・避難方法を適確に知るということ。

・防災グッズの準備点検をしたい。

・自分の家の周りのことをもっとよく知ろうと思いました。

・防災グッズの準備。

・住んでる地域の情報を集める。

・家の周辺の地形を把握してハザードマップを見てみる。

・防災用品の見直し。

・防災グッズの用意、住む地域を知る。

★その他感想

・丁寧に説明していただき、ありがとうございました。

・地域による違い、自分の地域はどうなのか。

・避難など役立つ情報を知れて良かったです。

・これから研修頑張ります。

・土石流模型実験が息子も私もすごく印象に残り、良い体験が出来ました。

・もしもの備えのために知識をつけることが大切だと感じた。

・ハイキングの時、ダムをよく見てみようと思います。

・治山ダムのことをよく知れた。

・自然災害が改めてこわいものだと思ったので、見直してできることを日頃からしていこうと思います。

・減災に期待しております。

・山からの流れる水のこわさ、対策の必要性。

・山、森林の植林事業などについての大切さを知りました。

・丁寧に教えていただき、よくわかりました。治山ダムがあるのとないのとではすごく違うと思いました。

・地域の取り組みで被害が大きくならない重要さを感じた。

・詳しい説明ありがとうございました。とても勉強になりました。

・小学生にも理解しやすい実験や説明をしていただいてしっかり学習できました。昼食をとるつもりが

　後回しになりましたがそれを忘れて話を聞かせていただけて良かったです。

・大学生の時に広島市にいて、安佐地区の土砂災害を身近に感じていて、その原理やダムの重要性が分かりました。

・学校の自由研究のために見学に来ましたが、防災意識も持てて良かったです。

10　災害展を見て、あなたの防災に対する意識は向上しましたか？

■記録映像の放映等

・実際に目で確かめる必要性があること、防災センターをもっと知ってほしい。

・ありがとうございました。

・砂防ダムの必要性を全国に強く訴えていくべきと感じた。

11　災害展を見てあなたがすぐにしようと思ったことは何ですか？

その他、感想についても自由にご意見をお聞かせ下さい。

・ありがとうございました。

・治山ダムの実験で、様々な取り組みで安全な生活が守られていると感じました。

・体験装置などを見て、災害の状況をイメージしやすかった。

・ありがとうございました。

・貴重な体験が出来ました、地域や自治体などの防災の取り組みを分かりやすく見ることが出来ました。

・ジオラマ（土石流）は解りやすかった。

・子供が興味を持ってくれたらと思います。

・よく解りました。

・地すべりの体験も興味深かったです。

★すぐにしようと思ったこと


